
今
年
（
2
0
2
0
年
）
８
月
18
日
㈫

か
ら
22
日
㈯
の
５
日
間
、
い
よ
い
よ

「
2
0
2
0
年
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
演
劇

祭
～
第
４
回
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸

術
祭
（
P
A
T
2
0
2
0
）
～
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
２
月
19
日
㈬
に
パ
レ
ブ
ラ
ン

高
志
会
館
で
行
っ
た
第
３
回
実
行
委
員
会

で
は
、
昨
年
県
内
各
所
で
行
わ
れ
た
プ
レ

公
演
な
ど
事
前
準
備
事
業
の
結
果
報
告

が
な
さ
れ
、
ま
た
参
加
団
体
や
日
程
案
、

2
0
2
0
年
度
事
業
計
画
案
や
予
算
案
な

ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
等
、
春
に
か
け
て
い
よ
い
よ
本
格
化

す
る
手
配
調
整
に
つ
い
て
、
各
部
長
か
ら

具
体
的
な
準
備
状
況
・
検
討
事
項
が
報
告

さ
れ
、
本
演
劇
祭
開
催
成
功
に
向
け
情
報

を
共
有
し
ま
し
た
。
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

海
外
５
大
陸
17
ヶ
国
か
ら
は
19
団
体
が

参
加
予
定
。
富
山
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
10
回
連
続
で
参
加
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
、
富
山
県
と
友
好
提
携
し
て
い
る
中
国

や
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
ま
た
芸
文
協
と

長
年
に
わ
た
る
深
い
親
交
が
あ
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
や
韓
国
、
チ
ェ
コ
、
モ
ナ
コ
、
ほ
か

エ
ジ
プ
ト
な
ど
多
様
な
国
々
で
活
動
し
て

い
る
演
劇
や
舞
踊
の
団
体
を
招
へ
い
し
ま

す
。
国
内
は
北
海
道
か
ら
徳
島
ま
で
の
８

都
道
県
よ
り
11
団
体
、
ま
た
県
内
か
ら
約

40
団
体
が
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「2020年とやま世界こども演劇祭」今夏開催！
海外・県外の出演団体　決定

ハンガリー「プレイヤーズ・カンパニー・メゾーチャート」

ブラジル「ティバナレ・グループ」 タイ「クホーン・ドラマ・ダンス・クラブKMUTT1」

モナコ「カンパニー・フロレストン」
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第
38
回
と
や
ま
文
学
賞
の
授

賞
式
を
、
３
月
25
日
㈬
に
パ
レ

ブ
ラ
ン
高
志
会
館
に
て
挙
行
し

ま
し
た
。

今
回
の
文
学
賞
に
は
総
数
69

編
（
小
説
10
、
評
論
２
、
児
童

文
学
４
、
随
筆
２
、
詩
31
、
短

歌
７
、
俳
句
９
、
川
柳
４
）
の

応
募
が
あ
り
、
選
者
の
菅
野
昭

正
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）
と
川

本
皓
嗣
先
生
（
東
京
大
学
名
誉

教
授
・
比
較
文
学
者
）
に
よ
る

選
考
の
結
果
、
高
嶋
正
さ
ん
の

小
説
「
食
人
鬼
（
グ
ー
ラ
ー
）」

が
第
38
回
と
や
ま
文
学
賞
受
賞

作
に
決
定
し
ま
し
た
。

授
賞
式
で
は
、
来
賓
に
石
井

隆
一
県
知
事
の
代
理
で
須
河
弘

美
県
生
活
環
境
文
化
部
長
を
お

迎
え
し
、
加
藤
淳
芸
文
協
会
長

よ
り
高
嶋
さ
ん
に
賞
状
な
ら
び

に
正
賞
・
副
賞
が
、
佳
作
の
小

川
明
子
さ
ん
と
池
永
正
子
さ
ん

に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

第
38
回
と
や
ま
文
学
賞

高
嶋　
　
正（
小
説
）

　
「
食グ
ー
ラ
ー
人
鬼
」

佳
作

小
川　
明
子（
詩
）

　

�「
炎
の
中
か
ら
」

池
永　
正
子（
短
歌
）

　
「
い
と
ほ
し
き
人
」（

敬
称
略
）

■
資
格

・�

富
山
県
在
住
者
及
び
本
県
に

居
住
し
た
こ
と
の
あ
る
方

■
分
野

・�

文
学
に
関
す
る
作
品
す
べ
て

（
未
発
表
に
限
る
）

■
規
定

・�

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
使
用

（
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
原
稿

は
20
字
20
行
打
ち
）

小�

説（
戯
曲
含
む
）・
評
論
：�

�

30
枚
以
上
50
枚
以
内

児
童
文
学
・
随
筆
：
30
枚
程
度

詩　
：
３
編
以
内　
短
歌
：
30
首　

俳
句
：
20
句　
　
　
川
柳
：
20
句

原
稿
に
は
必
ず「
部
門
・
作
品
名

（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
生
年

月
日
・
職
業
・
経
歴
」を
付
記
し

て
下
さ
い
。
本
県
に
居
住
し
た

こ
と
の
あ
る
方
は
居
住
し
た
市

町
村
名
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

■
締
切
（
消
印
有
効
）

　

�

２
０
２
０
年
９
月
30
日
㈬

■�「
と
や
ま
文
学
賞
」受
賞
者
に
は

正
賞
の
記
念
品（
熊
谷
喜
美
子

氏
作
ブ
ロ
ン
ズ
像「
文
雅
」）、

副
賞
十
万
円（
総
額
）を
贈
呈

■
送
り
先

〒
９
３
０
－
０
０
９
６

　
富
山
市
舟
橋
北
町
７
－
１

　
（一社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

　
「
と
や
ま
文
学
賞
」係
あ
て

「
と
や
ま
文
学
」第
38
号
を
芸

文
協
事
務
局
他
、県
内
一
部
書

店
に
て
定
価
１
０
０
０
円（
税

込
）で
販
売
し
ま
す（
受
賞
作

に
加
え
、川
本
皓
嗣
先
生
の

特
別
寄
稿
を
は
じ
め
と
し

た
招
待
作
品
を
掲
載
。特
集

「
山
々
を
詠
う　

万
葉
か
ら

現
代
」）。

　

な
お
、芸
文
協
会
員
は
事
務

局
で
お
求
め
頂
い
た
場
合
、最

新
号
一
冊
目
を
８
０
０
円
で

販
売
し
ま
す
。郵
送
で
の
販
売

（
送
料
別
途
）お
よ
び
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、左
記

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

【
芸
文
協
事
務
局
】

（
０
７
６
）４
４
１
－
８
６
３
５

（
内
線
１
２
３
）

平
日
９
時
半
～
18
時
半

● 

ご
寄
付 

●

酒
井
和
佳
子
氏�

20
万
円

芸
文
協
副
会
長
の
酒
井
和

佳
子
氏
か
ら
、
芸
文
協
創
立

50
周
年
記
念
事
業
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ご

寄
付
頂
き
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、

皆
様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

芸文協への後援名義使用申請書類について

「公演・事業チラシ　ダウンロードはこちらから」
のバナーより、申請書類や公演チラシ等のダウン
ロードページにアクセスできます。

■芸文協ホームページ　http://www.tiatf.or.jp/

芸文協の後援名義使用の申請には、所定の用紙で申請してください。
芸文協のホームページから申請書類をダウンロードできます。（PDF・word形式）
Eメールでの提出も受け付けております。（送信先：info@pat.or.jp）

日
時　

�

６
月
７
日
㈰

午
後
２
時
よ
り（
予
定
）

場
所　

�

富
山
県
教
育
文
化
会
館

4
0
3
号
室

※
参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
芸
文

協
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

『
と
や
ま
文
学
』

第
38
号
合
評
会

第
38
回
と
や
ま
文
学
賞

第
39
回

と
や
ま
文
学
賞
募
集
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【
合
唱
部
門
】

（
宮
丸
勝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

１
月
18
日
㈯
～
19
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
、
滑
川
市
西
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

講
師
＝
岩
本
達
明
先
生

�

（
合
唱
指
導
者
）

身
体
の
仕
組
み
を
理
解
し
、

動
か
し
な
が
ら
行
う
発
声
練
習

や
、
正
し
い
音
程
を
出
す
方
法

を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
受
講

者
に
は
合
唱
指
導
者
を
目
指
す

学
生
も
お
り
、
参
加
し
た
合
唱

団
を
モ
デ
ル
に
実
際
に
指
揮
を

行
い
、
今
後
の
指
導
方
法
の
助

言
を
受
け
る
な
ど
、
充
実
し
た

レ
ッ
ス
ン
と
な
り
ま
し
た
。

【
洋
舞
部
門
】

（
中
川
文
可
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

１
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
菊
地
尚
子
先
生

�

（
舞
踊
家
）

余
分
な
力
を
使
わ
ず
に
呼
吸

を
う
ま
く
使
っ
て
脱
力
す
る
方

法
や
、
骨
の
つ
な
が
り
を
意
識

し
て
身
体
を
立
体
的
に
使
う
方

法
等
、
菊
地
先
生
独
自
の
メ

ソ
ッ
ド
を
教
え
て
頂
い
た
他
、

練
習
に
取
り
組
む
際
の
姿
勢
等

に
つ
い
て
も
お
話
し
下
さ
い
ま

し
た
。
受
講
者
は
明
る
く
パ
ワ

フ
ル
な
レ
ッ
ス
ン
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
自
身
の
能
力
向
上

に
励
み
ま
し
た
。

【
邦
楽
部
門
】

（
瀬
尾
雅
加
寿
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

２
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰

創
造
の
森　
越
中
座

講
師
＝
酒
井
雅
邦
先
生

�

（
邦
楽
家
）

昨
年
に
引
き
続
き
酒
井
雅
邦

先
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。
箏
独
奏
な
ら
で

は
の
自
由
さ
を
楽
し
み
な
が
ら

表
現
す
る
コ
ツ
や
、
細
か
な
指

使
い
の
一
つ
に
も
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
丁

寧
で
熱
心
な
指
導
に
、
受
講
者

た
ち
は
メ
モ
を
取
っ
た
り
休
憩

中
も
練
習
を
し
た
り
と
、
集
中

し
て
レ
ッ
ス
ン
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

２
月
２
日
㈰
、
令
和
元
年
度

芸
術
鑑
賞
「
安
達
原
」
を
高
岡

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
「
奏�
～
絃
・
竹
・

声
～
」
で
は
、
県
外
か
ら
北
川

聖
子
さ
ん
、
大
谷
祥
子
さ
ん
ら

熟
練
の
邦
楽
家
を
招
き
、
黒
川

真
理
さ
ん
、
片
山
瞠
山
さ
ん
ら

県
内
で
活
躍
す
る
奏
者
と
、
黒

川
邦
楽
院
生
、
小
杉
中
合
唱
部

に
よ
る
邦
楽
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
箏
や
尺
八
、
コ
ー
ラ
ス
が

奏
で
る
「
春
の
賦
」
な
ど
の
音

色
に
、
観
客
は
雅
な
邦
楽
の
世

界
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
邦
楽
・
モ
ダ

ン
バ
レ
エ
・
演
劇
を
融
合
し
た

「
鬼
女
伝
説　

安
達
原　
～
語

り
・
箏
・
洋
舞
に
よ
る
～
」
を

上
演
。
黒
川
真
理
さ
ん
が
作
曲

を
手
掛
け
た
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

な
生
演
奏
の
も
と
、
演
出
・
振

付
・
主
演
の
可
西
晴
香
さ
ん
、

劇
団
文
芸
座
の
谷
井
美
夫
さ
ん

と
角
光
則
さ
ん
、
語
り
の
稀
音

家
義
祐
さ
ん
、
可
西
舞
踊
研
究

所
研
究
生
ら
に
よ
り
、
人
間
心

理
を
深
く
穿
っ
た
作
品
の
世
界

が
ス
テ
ー
ジ
に
描
き
出
さ
れ
ま

し
た
。

第二部　鬼女伝説　安達原　～語り・箏・洋舞による～

令
和
元
年
度
芸
術
鑑
賞　
「
安あ
だ
ち
が
は
ら

達
原
」

令
和
元
年
度　
　

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業　
（
合
唱
・
洋
舞
・
邦
楽
）

（合唱部門）岩本達明先生

（洋舞部門）菊地尚子先生

（邦楽部門）酒井雅邦先生

第一部　奏�～絃・竹・声～
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ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
8
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
３
階

第
69
回
富
山
県
書
道
連
盟
展

3
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室

ひ
ょ
う
げ
ば
富
山
＋
し
め
ん
げ
き

3
月
28
日
㈯　
サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま

第
62
回
清
渓
社
現
代
書
展

4
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室

第
49
回
富
山
県
春
の
短
歌
大
会

4
月
11
日
㈯

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
60
回
定
期
演
奏
会

4
月
25
日
㈯　
オ
ー
バ
ー
ド・ホ
ー
ル

第
67
回
富
山
県
女
流
書
藝
展

5
月
14
日
㈭　
大
和
富
山
店
6
階

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
実
習
公
開
授
業

第
１
日
、
第
２
日

5
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー�

リ
ハ
ー
サ
ル
室

公
益
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会

令
和
元
年
度「
民
謡
民
舞
富
山
県
連

合
大
会
」「民
謡
民
舞
少
年
少
女
大
会
」

5
月
17
日
㈰　
北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー

富
山
大
学
医
科
薬
科
管
弦
楽
団

第
43
回
定
期
演
奏
会

5
月
30
日
㈯

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル　
ラ
ポ
ー
ル

第
45
回
武
蔵
野
音
楽
大
学
同
窓
会

富
山
県
支
部
研
究
演
奏
会

5
月
31
日
㈰　
富
山
県
教
育
文
化
会
館

国
際
工
芸
ア
ワ
ー
ド
と
や
ま

5
月
下
旬　
富
山
県
美
術
館

第
22
回
草
月
四
季
の
会
い
け
ば
な
展

「
場
に
い
け
る
P
a
r
t
Ⅲ
」

6
月
6
日
㈯
～
7
日
㈰

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
四
季
彩
館

C
apella�C

oncert2020

～C
inem

a�Songs

～

6
月
13
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

特
別
演
奏
会

6
月
13
日
㈯
、
９
月
19
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
雫
2
0
2
0　
富
山

の
若
き
演
奏
家
た
ち
に
よ
る
室
内
楽

コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

6
月
27
日
㈯
～
２
０
２
１
年
２
月
27
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
42
回
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
27
日
㈯　
富
山
県
民
会
館

２
０
２
０
年
花
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
展
&
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー「
花
心
論
」

10
月
2
日
㈮
～
3
日
㈯

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル　
ラ
ポ
ー
ル

第
40
回
全
国
万
葉
短
歌
大
会

10
月
3
日
㈯　
高
岡
市
万
葉
歴
史
館

島
田
純
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ａ
第
13
回
公
演

10
月
11
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

桐
朋
学
園
大
学
院
大
学

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

協
奏
曲
の
ひ
と
と
き

10
月
17
日
㈯　
オ
ー
バ
ー
ド・ホ
ー
ル

桐
朋
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー　

第
48
回
室
内
楽
定
期
演
奏
会

第
１
夜
、
第
２
夜

11
月
5
日
㈭
～
6
日
㈮

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

桐
朋
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
61
回
定
期
演
奏
会

11
月
15
日
㈰　
オ
ー
バ
ー
ド・ホ
ー
ル

１
月
30
日
㈭
に
富
山
県
立

富
山
聴
覚
総
合
支
援
学
校
に

て
、
能
楽
と
洋
舞
の
公
演
を
開

催
。
映
像
を
使
っ
た
能
楽
の
解

説
後
、
観
世
流
富
山
松
友
会
に

よ
る
仕
舞
「
二
人
静
」
が
披
露

さ
れ
、
富
山
県
宝
生
会
が
舞
囃

子
「
船
弁
慶
」
を
舞
い
ま
し

た
。
初
め
て
鑑
賞
す
る
能
の
舞

台
に
、
観
客
は
食
い
入
る
よ
う

に
舞
台
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。
更
に
、
富
山
県
洋
舞
協
会

は
「
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
舞
曲
」「
ス

ペ
イ
ン
の
踊
り
」
他
全
４
曲
を

上
演
。
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
や
バ
レ

エ
な
ど
様
々
な
演
目
に
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
31
日
㈮
に
は
砺
波
市
の

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
保
育
園
で
、
本

年
度
最
後
の
県
民
ふ
れ
あ
い
公

演
を
開
催
し
ま
し
た
。
合
唱

は
、
砺
波
市
立
出
町
中
学
校
合

唱
部
が
出
演
し
、
歌
と
踊
り
で

息
の
合
っ
た
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
。
園
児
た
ち
は

一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
み
ま
し

た
。
洋
舞
に
は
富
山
県
洋
舞
協

会
が
出
演
。
き
れ
い
な
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
出
演
者
た
ち
の

見
事
な
踊
り
に
嬉
し
そ
う
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場

に
は
Ｐ
Ａ
Ｔ
ち
ゃ
ん
も
駆
け

つ
け
、
公
演
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

富
山
県
華
道
連
合
会
理
事
長

で
あ
り
、富
山
県
芸
術
文
化
協

会
副
会
長
の
酒
井
和
佳
子
先
生

が
、華
道
家
と
し
て
の
こ
れ
ま

で
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、令
和

元
年
度
秋
の
叙
勲
に
て
栄
え
あ

る
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
15
日
㈯
に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
で

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、会
場
に

は
約
２
０
０
名
が
集
ま
り
酒
井

先
生
の
ご
受
章
を
盛
大
に
祝
い

ま
し
た
。発
起
人
代
表
と
し
て

富
山
県
華
道
連
合
会
会
長
の
駒

澤
信
雄
北
日
本
新
聞
社
代
表
取

締
役
社
長
の
挨
拶
の
後
、石
井

隆
一
富
山
県
知
事
か
ら
温
か
い

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。お
祝
い

の
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、多

く
の
祝
意
と
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
祝
賀
会
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
元
年
度　

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

酒
井
和
佳
子
先
生　

旭
日
双
光
章
を
受
章

1月30日㈭　富山県立富山聴覚総合支援学校

1月31日㈮　ちゅうりっぷ保育園
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